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パネルディスカッション１「家庭養護推進・里親支援の先進事例」 
 

パネリスト： 

岩城  淳（子ども家庭支援センター海北・里親養育サポートセンターれりーふ 統括施設

長） 

武樋 保恵（児童家庭支援センター高知みその 

・里親家庭サポートセンター結いの実 センター長） 

松﨑 佳子（福岡市子ども家庭支援センターSOS子どもの村 センター長） 

渡邉  直（千葉県柏児童相談所 所長） 
iコーディネーター:  

橋本 達昌（全国児童家庭支援センター協議会 会長、一陽 統括所長） 
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橋本： 

「家庭養護推進・里親支援の先進事例」と銘打って、

今から始めさせていただきます、このパネルディスカッ

ションの大きな趣旨は、皆さんいろいろな立場やポジシ

ョンで社会的養育、社会的養護の実践をされていると思

いますが、日々の実践のほんの少し先にある家庭養護の

推進や里親支援事業の先進事例を、里親さんや施設関係

者の皆さん、あるいは児家センの皆さんに知っていただ

きたいということです。 

今司会の方から 4 名の方のご紹介ありましたけれども、

それぞれが本当に面白い事業というか、先駆的な事業を

されている組織のリーダーの方です。福岡市こども家庭

支援センターSOS こどもの村の松崎先生は里親ショート

ステイ。前のシンポジウムで上鹿渡先生からお話ありま

したけれども、里親ショートステイという事業を先行的

に実施されています。次の山口県の岩城さんについては、

児童養護施設などを経営されながら児家センを運営し、

さらに山口県で唯一のフォスタリング機関である、里親

養育サポートセンターを運営されています。そして高知

みそのの武樋先生は、乳児院を母体に里親家庭サポート

センターというものを運営されています。そして最後、

私の隣に今いらっしゃいますけれども、千葉県の柏児相

の渡邉所長は、里親応援ミーティングというかたちで、

里親さんを中心に据えた会議をもって、里親養育支援を

展開されています。 

それぞれの事例を、それぞれの先生のご本人の口から

リアルな話をたくさん聞きたいということであります。

2 時間ですけれども、どうぞ皆さんお付き合いいただけ

ればと思います。それでは最初に、パネリストの松崎さ

んから、里親ショートステイ、それからできれば家庭養

育推進に向けた福岡市の児家センとしてのソーシャルア

クション。リクルートとか里親制度の周知とかどういう

ふうにやっているのかも含めてお話をしていただければ

と思います。それでは松崎さん、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 
～各パネリストより報告～ 

（報告概要は後掲スライド参照） 

 

橋本： 

最後 4名の皆さんに、お一人 1分ぐらいを目処に、言

い残したこと、それからできれば今日この話を聞いてい

て同業の方、児相であれば児相のケースワーカーさん、

児家センであれば児家センのソーシャルワーカーに自分

たちの実践を、この話を聞いて私たちもやりたいなと思

うような檄というか応援のメッセージを頂ければなと思

います。それでは最初に松﨑先生、よろしくお願いしま

す。 

 

松﨑： 

先程 NPOとして西区と協働で実施している里親ショー

トステイ事業のお話をさせていただきましたが、昨年 11

月に福岡市と日本財団さんの協定により、家庭養育推進

自治体モデル事業というのが始まっております。その中

で、里親ショートステイの実施モデルの構築をしていく

ということで、来年度からは全市的な取り組みになりま

す。それからこの里親ショートステイをモデルとして地

域・子育て支援の発信ができるよう、いろいろ検討をし

ていきたい、そして実施をしていきたいと思っておりま

す。 

 先程、私はいくつか課題を申しましたけれども、福岡

市全区になるとまた様々な課題が出てくると思います。

これがまた県と市町村とかになりますと、地域性がより

重要になってきますし、政令市と異なる取り組み方の必

要性や課題が出てくると思います。従って、ぜひ一緒に

取り組んでいただける自治体やフォスタリング機関、そ

して児童家庭支援センターなどと、仲間を作っていきた

いなと思っております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。今日はいろいろありがとうございました。 

 

橋本： 

ぜひ今日、里親ショートステイ、興味ある方はぜひ福

岡市に、松﨑先生のところを尋ねていっていただけると

いいなと思います。松﨑先生、改めてありがとうござい

ました。それでは次に山口の岩城先生、よろしくお願い

します。 
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岩城： 

ちょっとずれるかもしれませんが、少し前なんですけ

れども、NHK で「べっぴんさん」という朝ドラがあった

んですけれども、そこで覚えちゃうぐらいに繰り返して

この言葉を使っているんですけど、手のかかる子はええ

や悪いやなくて、人の何倍の手のかかる子はおるんです。

そういう子には何倍も手をかけてあげたらええんです。

周りに何人も大人がおるでしょ。誰が親やなくて、みん

なで育てるんです、っていう言葉がありました。 

 本当に地域での育児、子育てを考えるとき、もし正し

い子育てがあるとするならば、私は八策の考え方が大好

きで、ヒントになる、これを共有する、これも助け合い

だと思うんですが、正しい子育てがあるとするならば、

助けてもらうのが上手な人。ということはやはり啓発、

つながる。これがすごく重要になってくるんじゃないか

なと思います。助けてもらうのが上手な養育者、助けて

もらうのが上手な組織。顔の見える関係性、地域連携、

この中心に児童家庭支援センターというものが考えられ

るんじゃないかなと思います。以上です。 

 

橋本： 

続いて武樋先生、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

武樋： 

お話させていただいて、本心を言うと今すごくほっと

しています。皆さんのお話を伺ってすごく参考になるこ

とがいっぱいで、またこれから考えられることが増えた

なと思っています。今岩城先生が児家センの立場でお話

をしていただいたので、私は乳児院の立場でお話をさせ

ていただきたいと思うんですが、やろうと思ったとき、

難しいなとか、できないなとか、どうしたらいいかなっ

ていっぱい思うと思うんですけど、多分 1人でいろいろ

思わずに、みんなにどうしようと言ったら、結構助けて

くれる人っていっぱいいますし、同じ思いをされている

方もいっぱいいるので、みんなの力が合わさったら、大

変だとは思うんですけど、結構大変だけど、やれないこ

とはないのかなと思っています。もっと乳児院とか児家

センとか児相さんとか NPOさんとか、いろいろなもの

の垣根を超えて、こどもたちを守りたいという人がいっ

ぱいつながっていったらいいなと思っています。またよ

ろしくお願いします。今日はありがとうございます。 

 

橋本： 

ありがとうございました。岩城さん、それから武樋さ

んのお話は、今迷いに迷っている児童養護施設の経営者

の方や乳児院の運営を責任をもって今担当している方、

そのような方々にぜひこの岩城さんや武樋先生の資料を

もう一度よく読み込んで、自分たちの多機能化、高機能

化を考えていただければなと思います。岩城さん、武樋

さん、本当にありがとうございました。それでは最後に、

私の横に唯一いらっしゃる、コロナ禍を乗り越えて現場

に来ていただいた渡邉さん、どうですか。一言よろしく

お願いします。 

 

渡邉： 

広い大隈講堂の壇上に 2人しか座っていないところか

ら話させてもらいます（笑）。今日は全国のいろいろな

取組みを聞かせていただきありがとうございました。こ

のようなことは、とても刺激になります。自分の自治体

でも取り組めるところ、取り組んでいけたらいいなと思

っています。千葉県の資源概要を私のパワーポイントに

含めていますので参照ください。千葉県は人口も多く支

援機関もいろいろとあります。児家センも全国でもこの

一つの自治体に多いぐらいあります。そのような中、多

くの人とつながって一つベースを作り込んで、子どもを

含めた、その子どもを養育していく皆さんと協働できる

ようになるということはとても大事なんじゃないかなと

思っています。 

 しかし、約 2年前からコロナのことがあって、なかな

か顔の見える連携ができにくくなっています。反面、今

日みたいに Zoomでつながることで遠くの人とも気軽に

つながれるようにもなっています。でも、オフ会じゃな

いですけれども、ちょっと廊下ですれ違ったときにお話

するとか、そのようなコミュニケーションって大事と思

います。顔の見える連携をし続けていないとデフォルト

に戻ってしまうところがあります。私のお話の途中で話

したように、デフォルトに戻るというのはバトンタッチ

型になっていってしまい、それぞれがつながってみんな
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でやるということから、ちょっと方向性が違うことにな

っていくので、そうならないようにしていきたいなと思

っています。 

 里親さんの支援というのは、児童相談所ももちろん取

り組んでいるつもりなんですけれども、児相の里親支援

って限界があるなと思うところがあります。地域で民間

の力を貸していただきながらみんなでつながってやって

いく。支援の充実をつないでいって、不調をなくす、子

どもは常に笑顔であるということの実現につながってい

けるといいんじゃないかなと思っています。 

 ですので、私たちが仕事をしていく上でモットーとし

ているのは、透明性をもって仕事をしようということで

す。言いにくいこともお互いに言いあいながら、全てオ

ープンにしてつながっていくという透明性と、一貫性。

一貫性というのは、子どもの安全をまずは第一に考える

ということです。そこを一貫してぶれずに対応していく

ということが必要で、それは一般家庭でもそうですし、

社会的養護の中でももちろんそれは重要なことでありま

す。それが違うかたちになっしまうと被措置児童なんと

かになってしまうこともありますので、そうならないよ

うにしていくためにも、子どもの安全を一貫して対応し

ていくということが必要です。 

 そしてやはり、家族が主体で子どもの安全が作ってい

けるようになるということを支援していくというスタン

ス、当事者性という部分ですね。里親さんがその家庭の

中において、お子さんを養育していくということであれ

ば、里親さんが自分でその里子さんの安全を作っていく

ということをどこか念頭に置きながら常にやっていける

ようになるということを支援していけるようなスタンス

で、児童相談所もバックアップしていく。一緒に取り組

んでいけたらいいかなと思っております。以上になりま

す。ありがとうございました。 

 

橋本： 

4名の皆さん本当にありがとうございました。今日は

家庭養護推進施策の先陣を切る実践を 4名の皆さんから

伺い、好事例の水平展開を図ることを目的として、この

パネルディスカッションを開催いたしました。視聴者の

皆さん、いかがでしたでしょうか。この前のシンポジウ

ムで市町村格差、あるいは施設間格差をどう埋めていく

かということも議論になりました。やはりいろいろなや

り方があると思いますけれども、こういう Zoomで地元

にいながら先駆的な事例をしっかり聞いて、ほんのちょ

っと先にある事例ですから、私たちもそれに追いつけ追

い越せじゃないけれども、それを 1回真似てみよう、そ

ういうふうに思っていただける機会をたくさん作ってい

くことは一つの有効な手段なのかなと思っています。 

 今日 4人の先生方からお話を聞いてやはり共通してい

るなと思うのは、前のシンポジウムでも中野課長おっし

ゃいましたけど、統合力、脱自己完結。これは施設だけ

で、自分たちだけでなんとかしようとするとか、里親だ

けで抱え込もうということじゃなくて、いろんな人たち

の助けを借りて、いろんな人たちと連携して、協同して、

力が三つの、農業協同組合の協同です。力を合わせてや

っていく。それが上手くできた地域は非常に上手く家庭

養護が推進できているということなのかな、と私自身は

感じました。皆さんはどう感じたでしょうか。ちょうど

指定の 6時 15分になりましたので、今日のこのシンポ

ジウムを終わらせていただきたいと思います。雑駁な進

行で非常に恐縮ですけれども、以上でこの第 1パネルデ

ィスカッション「家庭養護推進・里親支援の先進事例」

のパネルを閉じさせていただきたいと思います。今日は

本当にありがとうございました。
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